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子育て支援プロジェクト 
 

２月１日に実施したスケート教室には子ども２４人が参加しました。

５人のボランティアさんの協力もあり無事終了しました。 

福祉部会 

～ 一人暮らしのつどい －園児とのふれあい－ ～ 

２月１７日、湖東コミセンで『一人暮らしのつどい』を開催しました。 

ひばり幼児園 ぞうぐみの子どもたちは、高齢者の方がよく知っている

“３６５歩のマーチ”を早くから練習してきました。また、高齢者の方に

喜んでもらえるよう、ひなまつりの壁かざりも頑張って作りました。今年

初めて参加された方は、「とても楽しかったです。ひばり幼児園の子ども 

たちと遊んで、美味しいご飯をいただきました。懐かしい方と会えて、  

お話しもできました。」と話してくださいました。 

年々男性の参加者も増えてきています。男性の方もぜひご参加ください。 

～ まち協だより ～ 

最初は上手くいかなかったけど、

いろんな人にコツを教えてもらって

滑れるようになった(^-^)v 

（ゆうたろうさん） 

滑べれるようになって

楽しかった。来年はもっと

上手に滑りたいp(^-^)q 

（ゆうせいさん） 

たくさんしりもちをついたけど 

楽しかった。スケートリンクで鬼ごっ

こもした。来年も来たい。 

（みらんさん） 

皆とスケートができて

楽しかった。 

（そらさん） 

スケートで鬼ごっ 

こをして楽しかった。 

来年もあったら絶対に来たい。 

（つくしさん） 

初めは怖かったけど滑れるよう

になって楽しかった(＾O )^ 

（あんなさん） 

ここへ来たのは２回目だけど、

上手く滑れてうれしかった。 

来年も来たい。（さくらさん） 

↑ 子どもたち特製 

ひなまつりの壁かざり 

↑ 合唱の様子 

初めはこけてばっかりやった

けど、やっているうちに滑れる

ようになって楽しかった(^-^) 

 （まなさん） 

はやく滑べれるように

なった。また来たい。 

（だいきさん） 

↑ カルタとりの様子 ↑ コマまわしの様子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「シルクハットぞくは  
よなかの いちじに やってくる」 

 
真っ黒のシルクハットとマントをまとった 

「シルクハットぞく」は、毎晩夜中の１時に  

集まって、世界中の空を飛び回ります。そして、

窓のすきまをすり抜け、人の住んでいる家の中に

入っていきます。大切なお仕事をするために……

さて、そのお仕事とは？ 

元気いっぱいの子どもたちにも、ちょっぴり 

疲れ気味の大人のみなさんにもぜひ！ 

読み進めるうちに、ささやかな幸せで心が満

たされていくような気がします。 

おやすみ前に、お子さんとゆっくりお楽しみ

ください。 

東近江市立湖東図書館 江竜 喜代子 

 

 

 

 

 
 
 
 
次回は、澤谷とし子さんが紹介してくれます。 

『シルクハットぞくは 
よなかの いちじに 

やってくる』 
 

おくはら ゆめ 著 
童心社 出版 
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ほつ 
と ひと息 

押立神社で 

御朱印をいただきました 

湖東地区のみなさまへ 

東近江保健センターからのおしらせ 

詳しくは、４月以降に送付予定の案内はがきや封筒、「令和２年度東近江市健康ガイドブック」または
東近江市のホームページをご覧ください。 
受診券（特定健康診査、高齢者健康診査、肝炎ウイルス検診）が届いた場合は、併せてご利用ください。 

健康診査・がん検診は全て予約制になります。 
 

※ 結核検診は予約不要ですが、大腸がん検診は令和２年度から予約が必要になります。 
予約された方に検診容器を事前送付します。提出は、集団検診日に回収します。 

≪ お問合せ先 ≫ 
東近江保健センター   ：電  話  0748-23-5050 

ＩＰ電話  050-5801-5050 
湖東支所 保健師の窓口 ：電  話  0749-45-0511（代） 

ＩＰ電話  050-5801-0511（代） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ ４月のまちカフェ通信 ～ 
 

☆ ４月のまちカフェは、新型コロナウイルスの感染拡大 

防止のため、お休みをさせていただきます。 

お間違えのないように、お願いします。 
 

～ ５月のまちカフェ通信 ～ 
 

☆５月１２日（火）１０時００分～１２時００分 

  ★ 内 容：【未就園児さん集まれ♪】 
お子さんの手形アートを 
作ります。 

  ★ 参加費：２００円（飲み物付き） 
 

☆彡 場 所：湖東コミセン別館 

☆彡 あたたかい飲み物を１００円で用意しています。 

喫茶コーナーのみの利用も大歓迎です。 

お気軽にご利用ください。 

さざんか学習講座の受付 スタートっ！！ 

＜編集・発行＞ 湖東地区まちづくり協議会 東近江市池庄町495  湖東コミュニティセンター内 

IP : 050-5801-0950  NTT : 0749-45-0950  FAX : 0749-45-2049 
           ホームページ  http://www.sukisuki-koto.jp/  E ﾒｰﾙ  suki-koto@e-omi.ne.jp 

 ４月 さざんか学習講座 

 

 

 

こもれ日 小田苅家  ★あじさい食堂 
４月 15日（ 水 ）参加費：100円 
※ 子どもの居場所『 あじさいカフェ 』の開催を予定しています。 

三味線に挑戦！！ 

大人のやさしい書道教室 

季節野菜おいしく 

クッキング！！ 

13日（月） 

16日（木） 

26日（日） 

≪ お問合せ ≫ 
こもれ日小田苅家：０９０-３２８８-６５８０ 

19:30～ 

13:30～ 

9:00～ 

お知らせ 

 ３月２５日（水）午前9時00分より、２０２０年度さざんか学習講座の受付が始まります。 
 そこで、コミセン職員よりおすすめの教室を紹介させていただきます。 

おすすめは、ミラクルレディ教室 です！ 

毎回内容を変え、いろんなことに挑戦していただく教室です。午後１時３０分から始まる“昼コース”
と、午後７時３０分から始まる“夜コース”があります。「毎回参加できひんし……」、「細かいことは苦手
やけど、コーヒーの淹れ方は習ってみたいかな……」と悩まれている方、ご安心ください。一つの内容   
だけでも申し込みができます。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
開催日、金額などは、この広報と一緒に折り込まれている【２０２０年度受講生募集】をご覧ください。

「何か始めたいな……」そんなあなたのきっかけづくりにぜひ！ お申し込み、お待ちしております♪ 

この〈お知らせコーナー〉に掲示してほし

い集いや講演会などの行事予定がありまし

たら、３ヵ月前までに湖東コミセンまでご

連絡ください。 

カリグラフィー  
「カリグラフィー」とは

「文字を美しく書くこと」を
意味しています。たくさんの
字体がありますが、まずは基
本から学んでいただきます。 

サボンドゥ 
フルール  

花びらはせっけんで
できています。アレン
ジはあなた好みで♪ 

チョークアート  
開催日のシーズン

にあわせた絵柄を描
いていただきます♪ 

コーヒーの淹
い

れ方 
 
お一人ずつ実際にコーヒー

を淹れていただきます。同じ
ものを使っているのに、入れ
る人が違うと味が違う！ 
奥が深いコーヒーの世界。 

http://www.sukisuki-koto.jp/
mailto:suki-koto@e-omi.ne.jp
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